






















































































































オリエンテーションが 1 回、野菜の栽培と収穫が 2 回、フィールドワークが 1 回設定されて






保育と検討、まとめの計 15 回の授業計画である。 
ここからは、教材研究 8 回について、具体的な授業の流れを見ていく。 
 
4．教材研究 
8 回ある教材研究の流れについて詳しく述べる。第 3 回の身近な物を用いた教材研究①、第
8 回の身近な社会に気付く教材研究①では、教員がテーマに応じた教材紹介を行い、発表の見
本を見せる。第 4 回から第 6 回、第 9 回から第 11 回の授業の中で、学生による教材紹介を位
置づけている。この授業回では、90 分の授業を次のように時間配分する。 
10 分教員から理論面の説明、40 分学生による教材紹介、残りの時間で学生による教材紹介
































































































































































































































































































































































準備物 輪ゴム 50 本、白の木綿 20 枚、大きな鍋 1 つ、コンロ 1 つ、箸 1 本、ボウル 1 つ、
ざる 1 つ、葉や花、ロープ 5ｍ 











































































































































模擬保育形式の授業は 13 回目、14 回目に設定している。これまでの教材紹介で経験してい
ることから、指導計画作成のおおよその流れは把握できている。グループで模擬保育の指導計
画案を作成してもらい、模擬保育の内容や方法を話し合い、実際に授業をする。 
授業時間は 90 分あるので、例えば、30 分模擬保育、15 分検討の時間を設定すると、1 回の






















































（6）柴崎正行・若月芳浩編（2009）『最新保育講座 9 保育内容「環境」』ミネルヴァ書房 
（7）前掲書 5）p.9 
（8）前掲書 5）p.9 
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